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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 日本中世後期における京郊荘園村落の研究 

 学位申請者 高木 純一 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 川合 康 

  副査 大阪大学教授 村田 路人 

  副査 大阪大学准教授 野村 玄 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、これまでの「惣村」研究が主な対象としてきた山城国上久世荘を取り上げ、南北朝期以降の京郊荘

園村落について、どのように再生産が維持され、また室町・戦国期にいかなる構造的変化を遂げていくのかを、

室町期荘園制との関連のもとに具体的に追究しようとしたものである。全４章と補論、序章・終章からなり、枚

数は約 440枚（400 字詰め換算）である。 

 序章「中世後期村落論の研究史と本論文の課題」では、戦前からの中世後期村落史研究の研究史を整理したう

えで、本論文の課題を、地域・時代に応じた段階的・動態的な村落の展開の解明にあるとする。そのうえで、時

代ごとに検討対象とする地域・村を変えるのではなく、一つの村に視点を据えて時代の変遷をとらえる作業が必

要であると指摘し、『東寺百合文書』に膨大な関係史料を残している東寺領上久世荘を検討対象に設定する。 

 第一章「山城国上久世荘における年貢収納・算用と「沙汰人」」は、年貢収納・算用の在り方に注目して、その

主体の変化を段階的に明らかにした。①当荘の年貢納入・算用は荘官公文（公文代）が行っていたが、公文の交

替や一時的不在、「荘家の一揆」などの諸契機により、15世紀前半の応永年間には、村の年寄たちが「沙汰人」と

して年貢納入・算用に部分的に携わるようになること、②それは年寄という村側の論理によって選出された人員

をそのまま在地支配に利用するシステムであり、中世の荘園領主が村による年貢算用・納入を限定的ながら公認

したものと評価できること、③16 世紀初頭の戦国期に入ると、公文（公文代）が没落し、村による年貢収納・算

用体制が正式に成立するが、それは近世の「村請」とただちに同質とはいえないことを論じた。 

 第二章「山城国上久世荘における「荘家の一揆」と損免・井料」は、「荘家の一揆」が掲げる損免要求と井料下

行要求に注目し、要求内容による運動形態の違いについて考察した。①双方とも惣荘的運動を基本的性格とする

が、損免交渉の中心的主体は小百姓であったのに対して、井料交渉では「侍分」であったこと、②その理由は、「ど

れほど納めずに済むか」という損免交渉と、「すでに納めているものをどれほど回収できるか」という井料交渉の

相違に求められ、「侍分」が井料立替の主な負担者であったことに起因すること、③「荘家の一揆」は村の再生産

維持に不可欠な交渉の場として、室町期荘園制に組み込まれていたことを指摘した。 

 第三章「山城国上久世荘における山林資源利用」は、蔵王堂・綾戸宮の「鎮守の森」における資源利用や景観

保全、村落領域外の山林資源確保の在り方について検討した。①蔵王堂・綾戸宮の「鎮守の森」の木竹は、村の



再生産に必要な資源として使用され、また村落財政の財源としても機能したこと、②鎮守を囲繞する森の景観や

樹林を維持するために、伐採を定期的に禁止する管理システムが存在したこと、③平野部に所在する当荘百姓は

丹波国篠村荘と山野用益の契約を結び、10キロ以上離れた山間部に日常的に出向いていたことを明らかにした。 

 第四章「山城国上久世荘における被官化状況と細川氏権力」は、村落上層の「侍分」が室町幕府の有力幕閣で

ある細川氏権力や東寺と結んだ被官関係の展開を明らかにした。①16世紀初頭になると、「侍分」たちは相次いで

細川氏家臣と被官関係を結ぶが、それは与力制（寄親―寄子制）の形態をとって細川氏の直臣に編成されていく

こと、②一方、東寺も「寺家被官人」として「侍分」を編成していくが、その対象は「侍分」のなかでも、特に

村落が自衛のために保有していた武力の主力である村の若衆たちであったことを指摘した。 

 補論「和泉国日根荘における両守護細川氏の質取」は、和泉両守護細川氏による日根荘民の質取について考察

し、従来いわれてきたような郷質・国質ではなく、守護支配の再建のために強引に地域住民の連帯を分断する荘

郷編成策であったことを指摘した。終章「本論文の成果と課題」は、本論文の成果をまとめたうえで、畿内村落

と東国など他地域の村落との比較検討や、近世社会成立にいたる移行期村落の分析などを今後の課題とした。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文の第一の成果は、東寺領山城国上久世荘を素材として、室町期から戦国期にいたる村落の展開を追究し、

15世紀前半に村の年寄が「沙汰人」として年貢納入・算用に関与する状況や、16世紀には村の「侍分」が次々と

細川氏権力や東寺に被官化していく様相を、詳細に明らかにした点である。従来の中世後期村落史研究は、異な 

る地域の検討結果を接合して村落の展開を論じるという弱点をもっていたが、本論文は、『東寺百合文書』中の膨

大な未翻刻史料を地道に解読し、東寺供僧の議事録である「東寺鎮守八幡宮供僧評定引付」などを読み込むこと

によって、上久世荘という一つの荘園村落から室町・戦国期の展開を一貫して追究することに成功しており、従

来の研究の弱点を克服する業績として重要である。 

 第二の成果は、「荘家の一揆」概念の淵源であった上久世荘において、「荘家の一揆」の事例を網羅的に収集し、

そのなかで特に比重が大きい損免要求と井料下行要求を取り上げ、小百姓や「侍分」の関わり方などにおいて、

両者の間で交渉形態が大きく異なることを明確に示した点である。激しい一揆に注目し、事件史的な観点から論

じられることの多かった「荘家の一揆」を、本論文ではむしろ村の再生産維持に不可欠な荘園領主・村落間の交

渉の場と位置づけており、これまでの「荘家の一揆」像に修正を迫る見解として注目される。 

 第三の成果は、京郊の平野部に所在した上久世荘民による山林資源の利用を検討し、「鎮守の森」の活用や管理

の在り方、遠方の山間部荘園の山林資源の利用契約などを、はじめて具体的に解明した点である。特に、丹波国

篠村山の山林用益について、篠村荘領主である醍醐寺三宝院に請料を支払って、上久世荘をはじめとする「十二

郷」の用益が認められていたという事実の発見は、これまで知られていた桂川用水だけでなく、遠隔地の山林用

益においても上久世荘を含む西岡地域の村落連合が形成されていたことを示しており、貴重な指摘である。

 但し、本論文にも問題がないわけではない。本論文は戦国期までを分析対象にしているが、ここで論じられた

村落がどのように近世の村町制に移行するのかについては展望を示していないことや、「荘家の一揆」の歴史的性

格を明らかにしたにもかかわらず、「荘家の一揆」という概念それ自体の有効性については検討していないこと、

井料下行交渉の重要性を指摘しながら、農業生産における用水の問題を取り上げておらず、当荘における具体的

な再生産構造が明確になっていないことなどである。とはいえ、これらの課題は、本論文の成果を踏まえて今後

検討を重ねることで克服されるものと思われる。 

 以上の理由から、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


